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兵庫の治山・林道と森林整備

題字  谷　洋一 会長

第21号平成19年1月5日発行

● 平成19年知事新春メッセージ 「元気ひょうごへ飛躍」（兵庫県知事 井戸敏三）
● 年頭挨拶 「新春を迎えて」（㈳兵庫県治山林道協会 会長 谷洋一）
● 平成18年度 秋の叙勲・林業賞受賞の皆様（兵庫県農林水産部農林水産局林務課）
● 治山・林道コンクール受賞者の紹介
● 林道「三原・水口線」が全線開通（兵庫県農林水産部農林水産局治山課）
● １０月２９日㈰「ひょうご森の日」の森づくり活動に多数の県民が参加
　　（兵庫県農林水産部農林水産局豊かな森づくり室）
● 平成１８年度 兵庫県緑の少年団活動発表大会の開催について
　　（兵庫県農林水産部農林水産局豊かな森づくり室）

● 第２１回「ひょうご木材フェア」開催（兵庫県木材利用推進協議会）
● 兵庫県ＣＧハザードマップについて（兵庫県農林水産部農林水産局治山課）
● 「兵庫楽農生活センター」オープン
● 「たんば地域木材フェア」開催（丹波県民局地域振興部柏原農林振興事務所）
● 紅葉の林道自然観察ウォーキングを実施
● 大久保地区地すべり災害の概要（但馬地域山地地すべり対策室）
● 間伐材製品利用事例集の発行について（但馬県民局地域振興部和田山農林振興事務所）
● 語り継ごう「山津波」下三方小学校の取り組み（西播磨県民局地域振興部龍野農林振興事務所 谷本実）
● 兵庫のキノコ（9）（丹波県民局地域振興部柏原農林振興事務所 正井俊郎）
● 森林・林業関係国予算内示の概要（Ｈ１９当初予算、Ｈ１８補正予算）

林道「三原・水口線」開通式・記念碑除幕式
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平
成
1９
年
知
事
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

全
県
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
た
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
と
「
の
じ
ぎ
く
兵

庫
大
会
」
で
は
、
復
興
支
援
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
新
た

な
兵
庫
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
培
っ
た
感
謝
、
感
動
と
共
生
の
心
を
基
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
県

民
総
参
加
で
、
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

広
大
で
豊
か
な
県
土
に
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
五
六
〇
万
の
人
々
。
兵
庫
は
元

気
に
充
ち
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
結
集
し
、
質
の
高
い
生
活
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

元
気
ひ
ょ
う
ご
へ
飛
躍
を

兵
庫
県
知
事

進
め
ま
す
。

　

原
動
力
は
、
人
の
元
気
、
産
業
の
元
気
、
地
域
の
元
気
、
社
会
の
元
気
で

す
。

　

夢
や
志
豊
か
に
自
信
を
持
っ
て
歩
む
若
者
た
ち
、
地
域
経
済
の
力
強
い
再

生
、
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
様
々
な
地
域
づ
く
り
活
動
、
積
極
的
な
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
活
動
、
い
ず
れ
も
元
気
の
源
で
す
。

　

そ
し
て
、
元
気
な
兵
庫
は
、
安
心
と
安
全
な
兵
庫
で
支
え
ま
す
。

　

少
子
子
育
て
対
策
や
健
康
づ
く
り
、
福
祉
、
環
境
優
先
で
築
く
安
心
な
兵

庫
、
防
災
減
災
対
策
や
く
ら
し
の
安
全
対
策
、
交
流
連
携
基
盤
が
整
っ
た
安

全
な
兵
庫
、
こ
の
二
つ
の
基
盤
を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
、
分
権
型
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
を
確
立
し
、
人
々
の
信
頼
に
応

え
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
は
、“
元
気
ひ
ょ
う
ご
”
へ
飛
躍
の
年
で
す
。

　

元
気
な
兵
庫
、
安
心
な
兵
庫
、
安
全
な
兵
庫
、
信
頼
の
兵
庫
を
つ
く
り
、

と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
拓
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

現げ
ん在

を　

基き

本
に
進
む　

人ひ

々
が　

世よ

の
未
来
生う

み　

合ご

意
し
つ
く
る



年
頭
挨
拶

新
春
を
迎
え
て

会
長

㈳
兵
庫
県
林
業
会
議

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会

㈳
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会

（�） 平成19年1月5日

　

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お
健
や
か
に
、
新
し
い

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

古
い
こ
と
を
申
し
ま
す
が
、
昭
和
３４
年
の
伊
勢
湾
台
風

に
お
き
ま
し
て
は
、
山
地
崩
壊
や
河
川
の
氾
濫
な
ど
、
但

馬
・
丹
波
地
域
に
お
い
て
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
1６
年
の
台
風
２３
号
な
ど
一
連
の
台

風
に
よ
る
森
林
被
害
は
、
そ
れ
を
も
上
回
る
甚
大
な
も
の

で
、
と
り
わ
け
風
倒
木
被
害
は
か
つ
て
な
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
原
因
は
、
山
の
手
入
れ
が
十
分
に
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
加
え
、
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
極
端
な

降
水
量
の
増
加
が
災
い
し
て
お
り
、
今
後
も
山
地
災
害
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
今
回
の
風
倒
木
被
害
に
つ
き
ま
し

て
は
、
森
林
組
合
系
統
間
や
素
材
業
の
皆
様
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
復
旧
に
向
け
鋭
意
努
力
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
、
県
で
「
ひ
ょ
う
ご
治
山
・
治
水
防

災
実
施
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
森
・
川
・
海
の
流
域
全
体

の
視
点
で
「
減
災
社
会
」
に
向
け
た
総
合
的
な
対
策
を
推

進
さ
れ
ま
す
こ
と
は
、
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
り
大

い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
山
で
は
、
伐
採
可
能
な
人
工
林
が
年
々
増
え
、

建
築
用
丸
太
と
し
て
十
分
使
え
る
資
源
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
し
、
外
材
輸
入
は
諸
外
国
の
事
情
か
ら
、
今
後
、

不
安
定
に
な
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
加
え
ま
し
て
、
杉
の

丸
太
が
外
材
よ
り
も
安
い
と
い
う
、
か
つ
て
な
い
よ
う
な

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
木
材
業
界
に
と
っ
て
県
産
木
材
の
利
用
を
進

め
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
が
、
本
県
の
よ
う

な
零
細
な
製
材
業
界
で
は
実
現
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
山
元
で
は
、
現
在
の
立
木
価
格
で
は
伐
採
し
て

も
再
造
林
で
き
な
い
と
い
う
状
況
で
、
あ
き
ら
め
て
し
ま

っ
て
お
り
、
良
好
な
森
林
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
林
業
界
と
木
材
業
界
の
課
題
を
克
服
す
べ

く
、
県
で
、「
県
産
木
材
供
給
セ
ン
タ
ー
の
事
業
化
」
を

検
討
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
製
材
業
界
の
改
革

や
素
材
生
産
へ
の
新
し
い
取
組
を
実
行
に
移
し
て
こ
そ
、

初
め
て
、
外
材
と
比
べ
て
遜
色
の
な
い
品
質
と
価
格
の
県

産
木
材
が
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
製
材

コ
ス
ト
を
如
何
に
低
減
す
る
か
、
品
質
管
理
を
如
何
に
徹

底
す
る
か
で
あ
り
ま
す
。
要
は
、
森
林
組
合
が
森
林
所
有

者
の
伐
採
現
場
を
と
り
ま
と
め
、
原
木
を
安
定
的
に
供
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
は
、
我
々
林
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
昨

年
以
上
の
団
結
と
強
固
た
る
意
志
を
持
っ
て
、
素
材
生
産
、

製
材
業
の
改
革
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



平
成
十
八
年
度　

秋
の
殊
勲
・
林
業
賞
受
賞
の
皆
様

兵
庫
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
局
林
務
課
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■
主
な
ご
功
績

　

昭
和
41
年
に
旧
八
鹿
町
森
林
組
合
作
業

班
員
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
同
47
年
頃

か
ら
、
本
県
の
代
表
的
品
種
で
あ
る
「
妙

見
ス
ギ
」
苗
木
生
産
に
従
事
し
、
優
良
な

山
行
苗
木
の
生
産
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
種
子
採
取
は
難
易
度
の
高
い
危
険
作

業
で
、
現
在
、
県
内
で
作
業
に
従
事
で
き

る
の
は
氏
一
人
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
造
林
事
業
に
お
い
て
も
、
苗
木

に
対
す
る
豊
富
な
知
識
を
活
か
し
た
適
正

か
つ
丁
寧
な
作
業
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
56
年
に
作
業
班
長
に
就
任
し
、

養
父
郡
４
森
林
組
合
の
合
併
後
も
作
業
班

員
総
勢
84
名
を
率
い
る
作
業
班
長
の
一
人

と
し
て
、
永
年
培
っ
た
知
識
や
技
術
を
班

員
に
広
め
、
若
手
作
業
班
員
の
指
導
・
育

成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

■
瑞
宝
単
光
章

　

元 

養
父
市
森
林
組
合
作
業
班
長

中 
島　
　

勲　
氏

■
主
な
ご
功
績

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
実
現
と

県
産
木
材
の
利
用
拡
大

　

森
安　

勲
氏
は
、
高
性
能
林
業
機
械
に

よ
る
新
し
い
木
材
搬
出
の
作
業
シ
ス
テ
ム

を
早
く
か
ら
導
入
す
る
と
と
も
に
、
積
極

的
に
作
業
路
の
開
設
を
推
進
し
、
作
業
効

率
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
指
導
林
家
、
県
木
材
業
協
同

組
合
連
合
会
の
理
事
と
し
て
、
地
域
の
公

共
施
設
の
木
造
化
の
促
進
や
県
素
材
生
産

業
協
同
組
合
連
合
会
の
発
足
に
尽
力
し
、

副
理
事
長
と
し
て
、
木
材
価
格
低
迷
の
な

か
、
木
材
記
念
市
や
研
修
会
の
開
催
に
尽

力
す
る
な
ど
県
内
の
木
材
産
業
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

㈲
森
安
木
材
代
表
取
締
役

　

多
可
郡
多
可
町

森 

安　
　

勲　
氏
（
五
九
歳
）

■
主
な
ご
功
績

優
れ
た
林
業
経
営
と

地
域
林
業
の
振
興

　

小
林　

温
氏
は
、
宍
粟
市
一
宮
町
の
所

有
山
林
１
１
０
ha
（
人
工
林
率
92
％
）
で
、

自
ら
簡
易
作
業
路
を
開
設
し
、
ha
当
た
り

１
０
９
ｍ
の
高
密
度
路
網
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
ウ
イ
ン
チ
付
き
グ
ラ
ッ
プ
ル
や

フ
ォ
ワ
ー
ダ
な
ど
機
械
化
に
よ
り
収
入
間

伐
を
繰
り
返
し
、
長
伐
期
の
優
良
大
径
材

生
産
を
目
指
し
た
林
業
経
営
を
実
践
。
ま

た
、
県
指
導
林
家
会
理
事
と
し
て
、
地
域

に
密
着
し
た
林
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
第
42
回
農
林
水
産
祭
全
国
林
業
経

営
推
奨
行
事
で
は
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

小
林
林
産
代
表

　

宍
粟
市
一
宮
町

小 

林　
　

温　
氏
（
五
四
歳
）

■
主
な
ご
功
績

災
害
に
強
い
路
網
開
設
と

地
域
林
業
の
振
興

　

山
田
新
也
氏
は
、
朝
来
市
生
野
町
や
神

崎
郡
神
河
町
の
所
有
山
林
３
１
２
ha
（
人

工
林
率
87
％
）
で
、
丸
太
組
工
法
を
導
入

し
た
簡
易
作
業
路
を
積
極
的
に
開
設
し
、

大
雨
で
も
崩
れ
な
い
災
害
に
強
い
道
づ
く

り
を
確
立
。
県
青
年
林
業
士
の
息
子
と
二

人
三
脚
で
、
高
密
度
路
網
と
択
伐
に
よ
る

循
環
型
長
伐
期
施
業
を
取
り
入
れ
た
林
業

経
営
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
指
導
林
家
と
し
て
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
視
察
者
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

熱
心
に
林
業
技
術
の
普
及
に
努
め
、
地
域

林
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。　
　　

山
田
林
業
代
表

　

朝
来
市
生
野
町

山 

田　

新 

也　
氏
（
六
六
歳
）

■
林
業
賞



治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
紹
介

（�） 平成19年1月5日

　

平
成
1８
年
11
月
２２
日
㈬
に
東
京
・
平
河
町
：
海
運
ビ
ル
で
開

催
さ
れ
た
「
２
０
０
６　

治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
」
に
先
立
ち
、

㈳
日
本
治
山
治
水
協
会
・
日
本
林
道
協
会
主
催
に
よ
る
治
山
・

林
道
の
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
、
第
２２
回
民
有
林
治
山
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

林
野
庁
長
官
賞
に
兵
岡
建
設
株
式
会
社（
佐
用
町
）が
輝
く

　

対
象
工
事
は
、
平
成
1６
年
の
一
連
の
台
風
に
よ
る
土
砂
流
出

や
風
倒
木
被
害
の
大
き
か
っ
た
佐
用
町
水
根
地
区
の
復
旧
治
山

事
業
で
、
工
事
ア
ク
セ
ス
も
悪
く
、
人
家
直
上
部
の
狭
隘
な
施

行
箇
所
の
中
で
、
困
難
な
風
倒
木
処
理
や
安
全
な
工
事
施
工
・

管
理
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
方
々
へ
の
緊
密
な

情
報
伝
達
に
よ
る
工
事
車
両
の

安
全
運
行
や
梅
雨
期
災
害
を
想

定
し
た
地
元
の
消
防
団
・
住
民

等
の
参
加
を
得
た
防
災
訓
練
等

を
主
体
的
に
行
う
な
ど
安
全
管

理
へ
の
取
組
が
評
価
さ
れ
た
。

２
、
第
２２
回
民
有
林
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞
に
株
式
会
社　

総
合
グ
リ
ー
ン
（
多
可
町
）

　

対
象
工
事
は
、
平
成
1６
年
度
森
林
管
理
道
開
設
事
業
の
新
設

工
事
（
千
ケ
峰
・
三
国
岳
線―

加
美
工
区
）
で
、
急
斜
面
な
ど

地
形
・
気
象
条
件
の
厳
し
い
現
場
で
有
っ
た
が
品
質
・
出
来
型

管
理
等
に
努
め
、
県
下
で
施
行
実
績
の
少
な
い
「
大
型
プ
レ
キ

ャ
ス
ト
擁
壁
」
の
施
行
に
あ
た
り
、
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
よ

る
独
自
の
効
率
的
施
工
や
環
境
対
策
・
安
全
管
理
へ
の
取
組
が

評
価
さ
れ
た
。

３
、
平
成
１８
年
度
林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞
に
香
美
町
「
野
間
線
」

　

当
該
路
線
は
、
利
用
区
域
内

に
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
し
て

お
り
、
積
極
的
に
森
林
整
備
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺

施
設
と
し
て
「
美
方
高
原
自
然

の
家
」
や
ス
キ
ー
場
「
ミ
カ
タ

ス
ノ
ー
パ
ー
ク
」
な
ど
も
あ
り
、

森
林
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
利
用
の

頻
度
も
高
い
た
め
、
側
溝
清
掃
、
路
面
補
修
、
路
肩
の
草
刈
等

維
持
管
理
が
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

４
、
第
７
回
民
有
林
治
山
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

㈳
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞
に
但
馬
県
民
局
地
域
振
興
部
・

豊
岡
農
林
振
興
事
務
所

　

対
象
工
事
は
、
平
成
1６
年
台
風
災
害
に
係
る
復
旧
治
山
事
業

（
豊
岡
市
出
石
町
小
人
地
内
）
で
、
谷
止
工
の
型
枠
に
残
置
型

丸
太
型
枠
を
使
用
し
周
辺
景
観
と
の
調
和
を
図
る
と
共
に
、
周

辺
山
腹
工
事
等
の
土
砂
流
出
防
止
と
早
期
緑
化
を
図
る
た
め
の

丸
太
柵
工
や
谷
止
工
で
寸
断
さ
れ
た
林
内
管
理
道
復
元
に
丸
太

階
段
工
等
を
施
工
す
る
な
ど
積
極
的
な
木
材
利
用
へ
の
取
組
が

評
価
さ
れ
た
。

５
、
第
７
回
民
有
林
林
道
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞
に
県
但
馬
高
原
林
道
建
設
事
務
所

　

対
象
工
事
は
、
平
成
1７
年
度
県
単
独
林
道
整
備
事
業
改
良
工

事
（
森
林
基
幹
道
・
千
町
段
ヶ
峰
線
）
で
、
平
成
1６
年
台
風
２３

号
災
に
よ
る
風
倒
木
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
林
道
切
取
法

面
下
部
の
丸
太
柵
工
や
安
全
走
行
の
た
め
の
視
線
誘
導
標
識
へ

の
活
用
な
ど
木
材
利
用
の
取
組
が
評
価
さ
れ
た
。

安全管理

安全教育

谷止工完成

緑化状況

施工状況

法面維持管理工事木製側溝蓋設置

路面維持管理工事

木柵工（３段積）

転落防止柵・丸太階段工

視線誘導標（近景）

丸太柵工



林
道「
三
原
・
水
口
線
」が
全
線
開
通

兵
庫
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部
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産
局
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山
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平
成
４
年
度
か
ら
過
疎
代
行
林
道
と
し
て
県
が
開
設
工

事
を
進
め
て
き
た
林
道
「
三
原
（
み
は
ら
）・
水
口
（
み

の
く
ち
）
線
」
が
全
線
開
通
し
、
11
月
20
日
に
県
と
豊
岡

市
の
共
催
に
よ
る
開
通
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
道
「
三
原
・
水
口
線
」
は
、
豊
岡
市
竹
野
町
三
原
と

豊
岡
市
日
高
町
水
口
を
結
ぶ
幅
員
４
ｍ
の
自
動
車
道
２
級

の
林
道
で
総
延
長
は
８
、
０
４
６
ｍ
で
す
。
本
林
道
は
、

豊
岡
市
竹
野
町
と
豊
岡
市
日
高
町
の
６
２
７
ha
の
広
大
な

森
林
を
利
用
区
域
と
し
、
そ
の
３
分
の
２
の
４
１
６
ha
が

人
工
林
と
い
う
豊
か
な
森
林
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

本
林
道
は
、
旧
竹
野
町
の
民
有
林
林
道
開
設
事
業
と
し

て
昭
和
36
年
度
及
び
昭
和
40
～
42
年
度
に
延
長
２
、
１
０

０
ｍ
を
開
設
し
、
平
成
４
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
（
繰
越

を
含
む
）
ま
で
、
県
営
の
過
疎
代
行
林
道
と
し
て
延
長
５
、

９
４
６
ｍ
を
開
設
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
、
町
施
行
を

含
み
、
約
16
億
７
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
林
道
の
開
設
工
事
は
、
但
馬
地
域
の
脆
弱
な
地
質
と

雪
深
い
気
象
条
件
の
下
で
行
わ
れ
、
特
に
斜
面
に
転
石
が

点
在
し
た
部
分
で
は
、
法
面
の
安
定
に
工
夫
を
こ
ら
し
て

安
全
な
施
工
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
産
木
材
を
利

用
し
た
り
、
補
強
土
よ
う
壁
を
活
用
し
て
残
土
を
減
ら
す

な
ど
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
工
法
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
林
業
活
動
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
低
価
格
の
外
国
産
木
材
が
増
え
て

木
材
価
格
が
低
迷
し
、
国
産
木
材
の
生
産
活
動
が
停
滞
し

て
森
林
の
手
入
れ
も
十
分
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
、
外
国
産
木
材
と
同
様
に
低
コ
ス
ト
で
木
材
を

安
定
し
て
供
給
し
、
林
業
労
働
の
安
全
性
も
確
保
し
て
い

く
に
は
、
車
両
系
の
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
の
林
内
路
網
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。
中
で
も

林
道
は
、
林
内

路
網
の
中
核
と

し
て
重
要
視
さ

れ
て
お
り
、
本

林
道
も
、
こ
う

し
た
林
業
生
産

活
動
の
基
盤
と

し
て
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

豊
岡
市
竹
野

町
三
原
地
区
は
、

日
本
海
に
注
ぐ

竹
野
川
の
源
流
に
位
置
し
、
南
側
に
通
り
抜
け
る
車
道
を

持
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
行
き
止
ま
り
」
集
落
の
一
つ
で

し
た
。
し
か
し
、
三
原
地
区
と
山
を
隔
て
た
旧
日
高
町
と

は
古
く
か
ら
交
流
が
あ
り
、
か
つ
て
は
郵
便
局
や
小
学
校

も
旧
日
高
町
側
に
あ
っ
て
最
初
の
電
話
も
日
高
町
か
ら
引

か
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
現
在
で
も
三
原
地
区
と
旧
日
高

町
と
は
深
い
結
び
つ
き
が
あ
り
、
本
林
道
の
開
通
は
、
三

原
地
区
と
水
口
地
区
の
長
い
間
の
共
通
の
願
い
で
し
た
。

１． 開設経緯

　　　竹野町施行

　　　県施行

昭和36・40～42年度（４ヶ年）� 事業費�１3,000千円

平成４～１7年度（１4ヶ年）� 事業費�１,66１,689千円

2． 総延長 総延長�8,046ｍ（竹野町�5,563ｍ・日高町�2,483ｍ）

3． 総事業費 １,674,689千円

4． 利用区域面積 627ha

5． 道路規格 自動車道２級　幅員�4．0ｍ　設計速度�20㎞/h

林道「三原・水口線」概要

林道「三原・水口線」W=4．0m�L=8,046m

林道「三原・水口線」位置図
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森林基幹道「三原・水口線」年度別実績

　

開
通
式
で
は
、
西
村
農
林
水
産
部
長
、
奥
田
豊
岡
市
助

役
ほ
か
関
係
者
の
手
で
、
開
通
記
念
碑
に
掛
け
ら
れ
た
白

布
が
除
幕
さ
れ
、
旧
竹
野
町
の
事
業
と
し
て
着
工
以
来

45
年
に
渡
る
開
設
工
事
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

記
念
碑
に
は
、

県
治
山
林
道
協
会

長
の
谷
洋
一
氏
揮

毫
に
よ
る
「
永

道
」
の
文
字
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
長
く
に

わ
た
り
開
設
工
事

を
進
め
て
き
た
林

道
を
、
末
永
く
大

切
に
使
っ
て
欲
し

い
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
書
か

れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
地
元
関
係

者
の
お
話
で
は
、

三
原
側
の
本
林
道

入
口
付
近
に
は

「
永
道
」
と
い
う

地
名
が
あ
る
そ
う

で
す
。
偶
然
の
一

致
で
は
あ
り
ま
す

が
、「
三
原
・
水

口
線
」
の
記
念
碑
と
と
も
に
、
こ
の
小
さ
な
地
名
も
永
く

伝
え
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

本
林
道
の
開
通
式
で
、
最
終
工
事
の
区
間
が
県
か
ら
豊

岡
市
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、全
線
開
通
し
た
林
道「
三

原
・
水
口
線
」
が
、
こ
れ
か
ら
の
森
林
整
備
や
地
域
交
流

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
行
く
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

開通記念碑除幕式（H１8．１１．20）林道「三原・水口線」開通記念碑

※施行年度には翌年度に繰越したものを含む

施行
主体

施行年度 延長 事業費

旧竹野町 旧日高町

三原工区 水口工区

延長 事業費 延長 事業費 延長 事業費

町

S36 760 3,000 760 3,000

S40 6１0 2,900 6１0 2,900

S4１ 2１9 6,400 2１9 6,400

S42 5１１ 700 5１１ 700

計 ２，１００ １３，０００ ２，１００ １３，０００

県

H４ 202 36,070 202 36,070

H5　
補正

964 １27,000 284 47,000 680 80,000

2１0 60,000 2１0 60,000

H6 264 80,000 264 80,000

H7　
債務

１１9 59,000 １１9 59,000

28 80,000 28 80,000

H8 240 １20,000 240 １20,000

H9　
債務

843 １8１,67１ 203 67,700 640 １１3,97１

2１0 80,000 2１0 80,000

H１0 3１8 56,548 3１8 56,548

H１１ 254 99,400 254 99,400

H１2 305 １00,000 305 １00,000

H１3 296 90,000 296 90,000

H１4 １82 75,000 １82 75,000

H１5 327 8１,000 327 8１,000

H１6 498 １70,000 95 90,000 389 80,000 １4

H１7 686 １66,000 300 83,000 386 83,000

計 ５，９４６ １，６６１，６８９ ２，６８８ ９６７，１７０ ７７５ １６３，０００ ２，４８３ ５３１，５１９

合計 ８，０４６ １，６６１，６８９ ４，７８８ ９８０，１７０ ７７５ １６３，０００ ２，４８３ ５３１，５１９

（単位／延長：ｍ　事業費：千円）



1０
月
２９
日
㈰「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
」の

　

森
づ
く
り
活
動
に
多
数
の
県
民
が
参
加
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平
成
17
年
の
秋
に
県
立
有
馬
富
士
公
園

（
三
田
市
）
で
開
催
さ
れ
た
全
国
育
樹
祭

を
契
機
に
、
森
の
大
切
さ
や
森
林
整
備
の

重
要
性
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
う
し
た
森
づ
く
り
の
気
運

を
一
層
拡
げ
て
い
く
た
め
に
、
全
国
育
樹

祭
の
開
催
日
に
ち
な
ん
で
毎
年
１０
月
の
最

終
日
曜
日
を
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
」
と
し
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
こ
ぞ
っ
て
森
に
入
り

様
々
な
森
づ
く
り
活
動
を
実
践
す
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
10
月
29
日
㈰
を
中
心
と
し
て
、

各
県
民
局
が
主
催
す
る
森
づ
く
り
イ
ベ
ン

ト
に
加
え
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
よ
り
身
近

な
場
所
で
森
づ
く
り
活
動
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
、
各
地
域
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
が
主
催

す
る
イ
ベ
ン
ト

も
加
え
て
、
県

下
４６
箇
所
で
多

彩
な
森
づ
く
り

活
動
を
実
施
し
、

約
一
万
名
の
県

民
が
間
伐
や
枝

払
い
な
ど
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

育樹体験

森林観察

～ たつの市揖西町 ～
　たつの市揖西町の菖蒲
谷森林公園では、地域住
民や緑の少年団など約
500名が一斉に育樹作業
を実施。式典会場となっ
た大成池前のステージで
は、草笛や地元の吹奏楽
団による「森の音楽会」
も開かれ、参加者はさわ
やかな秋空のもと、森の
素晴らしさを満喫する一
日を過ごしました。

～ 神戸市北区 ～
　紅葉の美しいことで有
名な有馬温泉瑞宝寺公園
において、地元住民ら約
250人の参加により、も
みじ林の間伐や枝打ち等
の育樹イベントが開催さ
れました。イベントに参
加した地域住民が公園を
訪れた散策者にもみじ林
の手入れの必要性を説明
するなど、県民参加のの
輪を拡げることにもつな
がった催しとなりました。

～ 豊岡市法花寺 ～
　竹材を活用することで増
え続ける竹林の適正な管理
につなげようと、竹林伐採
や竹炭焼きを体験するイベ
ントが開催されました。地
元住民ら約100人の参加者
は、それぞれが約40㎝に切
られた竹をさらに短冊形に
切り分け、土とドラム缶な
どで作った炭焼き窯に投入。
初めて体験する炭づくりに
歓声をあげました。

～ 川西市黒川 ～
　お茶席の高級炭として有名な「菊炭」は、黒川地域から切
り出したクヌギを原木にした炭で切り口が菊の花に似ていま
す。当日は、全国的にも貴重なクヌギを中心とした里山の景
観や機能を守ろうと、地元住民ら約3,000人が参加してクヌ
ギの植栽、下刈りや間伐、里山ウオークなどを行いました。

「●」：開催場所



　

緑
の
少
年
団
は
、
昭
和
5６
年
の
第
２６
回
兵
庫
県
緑
化
大

会
を
契
機
に
県
下
各
地
で
結
成
が
始
ま
り
、
平
成
２
年
に

は
、
少
年
団
活
動
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
兵
庫
県
緑
の

少
年
団
連
盟
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
18
年
７
月
末
現

在
で
は
、
２
５
６
団
が
連
盟
に
加
入
し
、
７
、
１
５
７
名

の
団
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

連
盟
で
は
、
緑
の
少
年
団
員
が
一
堂
に
会
し
て
、
日
頃
の

活
動
成
果
を
発
表
し
て
互
い
に
情
報
交
換
す
る
と
と
も
に
、

活
動
の
活
発
化
や
仲
間
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
兵
庫
県
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大
会
」
を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
大
会
は
、
11
月
23
日
㈭
に
姫
路
市
の
イ
ー
グ
レ

ひ
め
じ　

あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
県
下

各
地
域
の
緑
の
少
年
団
や
引
率
者
２
６
０
名
の
参
加
が
あ

り
、
代
表
の
７
団
が
活
動
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
発
表
で
は
、
各
団
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
を
活
用

し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
工
夫
を
凝

ら
し
て
日
頃
の
少
年

団
活
動
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
地
元

の
森
林
で
の
学
習
活

動
、
校
内
で
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
た
少
年

団
の
帽
子
作
り
、
大

き
な
声
を
出
し
て
頑

張
っ
た
緑
の
募
金
活

動
の
ほ
か
、
各
地
区
の
特
徴
あ
る
活
動
に
会
場
の
少
年
団

員
達
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
表
後
の
審
査
の
時
間
を
利
用
し
て
、
ひ
ょ
う

ご
森
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
25
名
の
案
内
で
、
姫
路
城
周

辺
の
植
生
観
察
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
団
員
達
は
、
世
界

遺
産
で
あ
る
姫
路
城
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
心
し
つ
つ
、
タ

ラ
ヨ
ウ
の
葉
に
文
字
を
書
い
た
り
、
城
周
辺
の
樹
木
を
観

察
す
る
な
ど
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し
ま
し
た
。

　

観
察
会
の
後
、
㈶
野
外
活
動
協
会
専
務
理
事
の
清
水
勲

夫
審
査
員
長
よ
り
結
果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、
宍
粟
市
の
野
原
緑
の
少
年
団
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
自
然
学
校
で
学
ん
だ
「
自
然
の
み
ず
が
め
」
と
呼

ば
れ
る
ブ
ナ
の
木
の
こ
と
や
、
内
容
を
暗
記
し
、
前
を
向

い
て
大
き
な
声
で
発
表
し
た
こ
と
な
ど
が
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
神
戸
市
の
有
野
の
森
み
ど
り
の
少
年
団
と
豊

岡
市
の
奈
佐
緑
の
少
年
団
が
優
秀
賞
、
そ
の
他
の
団
が
努

力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

発
表
し
た
全
て
の
団
に
は
、
兵
庫
県
産
の
ス
ギ
の
木
で

で
き
た
特
製
の
表
彰
状
と
、
今
年
度
は
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
兵
庫

信
連
の
協
賛
で
活
動
助
成
金
が
授
受
さ
れ
、
会
場
は
よ
り

一
層
の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
野
原
緑

の
少
年
団
は
、
第
31

回
全
国
育
樹
祭
の
併

催
行
事
と
し
て
平
成

19
年
秋
に
開
催
さ
れ

る
「
全
国
緑
の
少
年

団
活
動
発
表
大
会
」

の
県
代
表
と
し
て
推

薦
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
参
加
し
た

緑
の
少
年
団
の
皆
さ
ん
が
、
今
回
聞
い
た
他
地
区
の
活
動

成
果
を
今
後
に
活
か
し
、
各
地
区
の
緑
の
少
年
団
活
動
が

一
層
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
兵
庫
県
緑
の
少
年
団

活
動
発
表
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

兵
庫
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
局
豊
か
な
森
づ
く
り
室

（�） 平成19年1月5日

活動発表　奈佐緑の少年団

植生観察する少年団

最優秀賞　野原緑の少年団

神戸地区代表
有野の森みどりの少年団（神戸市）� 「森と木を　友だちに」

東播磨地区代表
播磨北小学校緑の少年団（播磨町）

「播磨北小学校緑の少年団３年間の活動」

北播磨地区代表
かわい緑の少年団（小野市）

「みどりあふれるハートフルシティおの」

中播磨地区代表
坊勢緑の少年団（姫路市）� 「森からのおくりもの」

西播磨地区代表
野原緑の少年団（宍粟市）� 「ふるさとの自然を守る」

但馬地区代表
奈佐緑の少年団（豊岡市）� 「私たちのふるさと奈佐」

丹波地区代表
和田緑の少年団（丹波市）� 「大好き�薬草と緑の町　和田」

○発表団と発表テーマ



｢

ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア｣

開
催� ―

来
場
者
約
1２
万
人―

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

第２1回

第21号 （10）兵庫の治山・林道と森林整備

　

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
で
は
、「
地
球
環
境
を

守
る
木
の
あ
る
暮
ら
し
」 

を
テ
ー
マ
に
毎
年
恒
例
の
『
第

21
回
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
』
を
、
10
月
８
日
㈰
に
神
戸

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
広
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
「
ラ
ジ
オ
関
西
ま
つ
り
（
第
11
回
目
）」
と
の

共
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
、

～
見
る
・
ふ
れ
る
・
遊
ぶ
～
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
家
具
・

玩
具
な
ど
身
近
な
木
製
品
の
展
示
や
、
親
子
で
楽
し
め
る

木
工
教
室
等
日
曜
日
の
一
日
を
家
族
連
れ
で
過
ご
す
な
ど

多
く
の
参
加
者
で
賑
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、“
暮
ら
し
の
中
で
使
え
る
様
々
な
木
製
品
や

竹
細
工
・
花
苗
な
ど
の
販
売
”
ま
た
、「
木
の
特
性
」「
木

造
住
宅
の
良
さ
」「
兵
庫
県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別

融
資
制
度
」「
公
共
土
木
工
事
資
材
」
等
を
パ
ネ
ル
展
示

で
紹
介
し
、“
木
の
良
さ
”
に
つ
い
て
理
解
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
㈳
兵
庫
県
治

山
林
道
協
会
も
協
賛
し

出
展
ブ
ー
ス
に
「
土
石

流
モ
デ
ル
実
験
装
置
」

「
降
雨
体
験
装
置
（
カ

ッ
パ
君
）」「
立
体
映
像

ビ
ッ
ク
リ
館
」
を
展
示

し
、
土
石
流
が
発
生
し

た
場
合
、
治
山
ダ
ム
が

有
る
の
と
無
い
場
合
の

下
流
人
家
等
に
与
え
る

影
響
の
違
い
や
、
立
体

第2１回ひょうご木材フェア

木工教室

出展ブースの賑わい

ラジオ関西まつり
のステージ

映
像
に
よ
る
土
石
流
の
体
験
、
雨
量
強
度
の
違
い
な
ど
を

視
覚
的
に
見
て
頂
き
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ラ
ジ
オ
関
西
ま
つ
り
」
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

音
楽
の
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
催
さ
れ
、
メ

リ
ケ
ン
パ
ー
ク
広
場
は
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

土石流モデル実験の実演



兵
庫
県
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

（11） 平成19年1月5日

兵
庫
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
局
治
山
課

　

台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、

自
分
の
命
や
財
産
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」、
地
域
で
お

互
い
に
助
け
合
う
「
共
助
」、
そ
し
て
行
政
に
よ
る
防
災

工
事
や
情
報
提
供
に
よ
る
「
公
助
」
が
あ
り
ま
す
が
、
公

助
に
よ
っ
て
全
て
の
災
害
か
ら
守
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

り
、
特
に
大
規
模
災
害
の
場
合
は
そ
れ
が
困
難
に
な
る
こ

と
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
平
成
1６
年
の
台
風
災
害
で
貴

重
な
教
訓
と
し
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
日
頃
か
ら
防
災
や
減
災
に
関

す
る
情
報
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は

安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

減
災
の
た
め
の
情
報
と
し
て
は
、
地
図
上
で
「
ど
こ
が

危
な
い
か
」
の
危
険
箇
所
や
避
難
所
の
位
置
を
示
し
、「
い

つ
危
な
い
か
」
の
参
考
と
な
る
雨
量
、
河
川
水
位
の
観
測

デ
ー
タ
と
、
自
然
災
害
の
内
容
を
知
る
動
画
な
ど
を
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
兵
庫
県
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と

し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
Ｃ
Ｇ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
の
略
で
、
Ｃ
Ｇ
の
よ
う
な
３
次
元
動
画
映
像
を
含
ん
で

い
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
林
野
庁
の
山
地
災
害
危
険

地
区
と
国
土
交
通
省
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
が
ひ
と
つ
の

画
面
で
示
さ
れ
、
全
県
の
上
空
か
ら
の
写
真
画
面
や
住
所

か
ら
、
見
た
い
箇
所
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

　

山
地
災
害
危
険
地
区
な
ど
の
危
険
箇
所
、
避
難
所
の
確

認
を
し
て
い
た
だ
き
、
雨
の
降
り
方
な
ど
か
ら
危
な
い
と

思
っ
た
り
（
１
時
間
雨
量
で
２０
ミ
リ
、
連
続
雨
量
で
１００
ミ

リ
が
目
安
で
す
。）、
避
難
に
関
す
る
情
報
が
市
町
長
か
ら

発
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
避
難
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

平
成
1８
年
11
月
11
日
、
神
戸
市
西
区
神
出
町
に
「
兵
庫

楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
楽
農
生
活
」
と
は
、
食
と
農
に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
生
活
に
ゆ
と
り
と
や
す
ら
ぎ
を
も
た

ら
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
こ
と
で
、「
兵
庫
楽
農
生
活
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
そ
の
実
践
を
支
援
す
る
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
楽
農
学
校
事
業

◦
生
き
が
い
農
業
コ
ー
ス
：
市
民
農
園
利
用
な
ど
に
向
け

た
基
礎
的
な
栽
培
研
修
（
期
間
：
６
ヵ
月
）

◦
就
農
コ
ー
ス
：
栽
培
技
術
か
ら
農
業
経
営
ま
で
を
含
め

た
総
合
的
な
研
修
（
期
間
：
１
～
２
年
）

◦
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
：
農
産
物
加
工
や
直
売
の
実

践
的
な
研
修
（
期
間
：
６
～
７
日
）

◆
楽
農
交
流
事
業

◦
レ
ス
ト
ラ
ン
：
地
域
の
農
産
物
な
ど
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
レ
ス
ト
ラ
ン

◦
農
産
物
加
工
体
験
：
ジ
ャ
ム
や
豆
腐
づ
く
り
な
ど
の
加

工
体
験
や
料
理
教
室

◦
親
子
農
業
体
験
教
室
：
親
子
で
参
加
す
る
田
植
え
か
ら

稲
刈
り
ま
で
の
体
験

◦
野
菜
栽
培
体
験
教
室
：
野
菜
の
栽
培
や
収
穫
体
験

◦
森
の
遊
び
塾
：
野
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
里
山
づ
く

り
や
自
然
体
験　

等

■
所
在
地
：
神
戸
市
西
区
神
出
町
小
束
野
３０
ー
1７

（
車
で
は
、
玉
津
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
１７５
号
を
北
へ
２０
分
）

■
開
園
時
間
：
９
時
～
1７
時

（
レ
ス
ト
ラ
ン
は
11
時
～
２1
時
）

■
休
園
日
：
水
曜
日
、
年
末
年
始

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
８
ー
９
６
５
ー
２
６
５
１

兵庫県ＣＧハザードマップ　http://www.hazardmap.pref.hyogo.jp
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木
を
楽
し
み
、木
で
も
て
な
し
、森
林
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

「
た
ん
ば
地
域
木
材
フ
ェ
ア
」開
催

丹
波
県
民
局
地
域
振
興
部
柏
原
農
林
振
興
事
務
所
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木
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
丹
波
産
材
の
消
費
を
伸
ば
そ
う

と
、
兵
庫
県
立
丹
波
年
輪
の
里
で
11
月
11
、
1２
日
の
２
日

間
「
た
ん
ば
地
域
木
材
フ
ェ
ア
」（
主
催
：
た
ん
ば
地
域

木
材
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
約
８

千
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

■
「
も
く
も
く
市
」

　

丹
波
地
方
の
製
材
所
が
端
材
、
半
製
品
数
千
点
を
販
売

し
ま
し
た
。
丹
波
産
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
、
サ
ク

ラ
な
ど
の
切
り
株
や
、
板
材
、
丸
太
が
１
０
０
円
か
ら
数

万
円
で
売
り
出
さ
れ
、
日
曜
大
工
の
愛
好
者
な
ど
多
く
の

客
で
賑
わ
い
、
過
去
最
高
の
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

も
く
も
く
市
で
購
入
し
た
材
の
カ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
も
大
忙
し
で
し
た
。

■
ウ
ッ
デ
ィ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
館

　

木
製
家
具
に
囲
ま
れ
た
シ
ア
タ
ー
ラ
イ
フ
を
提
案
し
た

「
ウ
ッ
デ
ィ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
館
」
で
は
、
電
化
製
品
販

売
店
と
協
力
し
て
リ
ア
ル
な
室
内
空
間
を
演
出
し
、
温
か

い
飲
み
物
を
提
供
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で
木
材
の
良

さ
と
暖
か
さ
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
館
内
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ 

Ａ
Ｃ
の
滝
口
泰

弘
代
表
理
事
を
迎
え
「
近
く
の
山
の
木
＝
環
境
に
や
さ
し

い
」
と
題
し
た
講
演
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会

に
は
神
戸
農
林
水
産
振
興
事
務
所
の
協
力
で
神
戸
方
面
の

建
築
士
、
工
務
店
の
方
が
多
数
参
加
さ
れ
、
フ
ェ
ア
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
企
業
・
団
体
ブ
ー
ス

　

地
域
で
活
躍
す
る
企
業
、
団
体
が
木
材
を
利
用
し
た
家

具
や
住
ま
い
づ
く
り
を
紹
介
し
、
各
ブ
ー
ス
が
工
夫
を
凝

ら
し
た
展
示
、
住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
木
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

■
森
の
青
空
オ
ブ
ジ
ェ

　

丸
太
の
ア
ー
チ
が
来
場
者
を
迎
え
、
オ
ブ
ジ
ェ
内
で
の

手
作
り
イ
ス
、
木
製
遊
具
の
販
売
が
好
評
で
、
音
が
鳴
る

▲上田棟次郎会長（丹波市木材林産協同組合理事長）
による開会あいさつ

▲多数の来場者で賑わう「もくもく市」の様子

▲館内の様子（靴を脱い
　で木の暖かさを実感）

▲備長炭の美しい音色にビックリ�



（1�） 平成19年1月5日

備
長
炭
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
で
の
来
場
者
が
備
長
炭
の

音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■
原
木
特
別
市

　

約
３
０
０
年
生
の
ス
ギ
大
径
材
の
競
り
売
り
を
し
た
原

木
特
別
市
で
は
、
来
場
者
が
興
味
津
々
で
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

■
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

　

大
釜
で
煮
込
ん
だ
温
か
い
イ
ノ
シ
シ
汁
は
大
人
気
。

　

直
火
焼
き
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
は
、
焼
き
上
が
り
と
同
時

に
長
蛇
の
列
で
た
ん
ば
地
域
木
材
フ
ェ
ア
に
は
欠
か
せ
な

い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

■
森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
球
を
救
お
う
�
２
０
０
６

（「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
」
た
ん
ば
地
域
イ
ベ
ン
ト
）

　

好
奇
心
と
感
性
を
刺
激
す
る
国
産
材
利
用
の
新
し
い
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
目
指
し
た
「
ヒ
ノ
キ
の
積
み
木
」
が
国
内
で

初
お
目
見
え
し
ま
し
た
。
遊
び
方
を
知
っ
た
来
場
者
が
、

時
間
を
忘
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
来
場
者
へ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念

品
や
出
展
方
法
な
ど
様
々
な
形
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
主
張
）

を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
た
ん
ば

地
域
木
材
フ
ェ
ア
の
来
場
者
の
5４
％
が
篠
山
、
丹
波
市
以

外
か
ら
お
越
し
に
な
り
、
5０
歳
以
上
が
６３
％
と
多
数
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

新
聞
記
事
、
広
告
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
木
材

フ
ェ
ア
の
開
催
を
知
っ
た
来
場
者
が
51
％
と
高
い
割
合
を

示
し
、
メ
デ
ィ
ア
の
重
要
性
と
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
の
企

画
、
デ
ザ
イ
ン
を
軽
視
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
知
人
か
ら
開
催
情
報
を
得
て
来

場
し
た
割
合
が
３３
％
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
新
聞
記
事
で
リ
フ
ォ
ー
ム
を
計
画
し
て
い
る
来
場

者
が
、「
信
用
で
き
る
業
者
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
そ
う
」
と
の
声
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
る
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
来
場
者
が
一
人
で
も

多
く
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ン

セ
プ
ト
を
確
立
し
、
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
手
法
の
継
続
が
来
場
者
・
顧
客
満
足
に
つ
な
が
り
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
何
ら
変
わ
ら
な

い
こ
と
を
痛
感
し

ま
し
た
。

▲職人ならではの精巧なつくり、ディテールにこだわっ
たヒノキの積み木

▲普段は木を扱う業界関係者もフェアでは
“パティシエ”

▲普段見ることがない大径材に興味津々

「たんば地域木材フェア」オリジナル記念品
　この「割り箸入れ」は、山で60年以上育てたスギを材料に使っています。素材を
吟味し、ひとつひとつ手作りで製作したものです。また、割り箸もスギ材を使用し
ています。
　スギの香りをお楽しみ頂くとともに、この箸箱をそっと握ってください。
柔らかな木のぬくもりを感じていただけたでしょうか。
この「木のぬくもり」が私たちからあなたへの贈り物です。

〈現在、日本国内で流通している割り箸は258億膳。97％が中国産です。主な原料
はシラカバが使用されています。しかし、環境保護や燃料代の高騰で値上げが続
いています。国内産の割り箸の値段は中国産の２倍以上しますが、材料は端材や
間伐材なので需要が増えれば、資源の有効利用や森林保護にもつながります。〉

　
たんば地域木材フェア実行委員会



紅
葉
の
林
道
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

１
、
開
催
概
要

　

今
年
も
、
春
の
新
緑
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
続
き
、
去
る
1０

月
２８
日
㈮
・
２9
日
㈯
の
二
日
間
、
紅
葉
の
森
林
基
幹
道
瀞

川
・
氷
ノ
山
線
で
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
森
林
・
林
業
の
大
切
さ
と
林
道
の
必
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂
く
た
め
に
、
㈳
兵
庫
県
治

山
林
道
協
会
と
兵
庫
県
治
山
課
・
但
馬
高
原
林
道
建
設
事

務
所
の
共
催
で
、
養
父
市
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
県
下
全
戸
配
布
の
県
広
報
紙
「
県
民
だ
よ
り

ひ
ょ
う
ご
」
で
参
加
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
定
員
４０
名
に

対
し
て
約
３
倍
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
抽
選
で
選
ば
れ
た

方
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

２
、
行
程

　

28
日
㈮　

三
宮
→
養
父
市
、林
道
「
横
行
線
」「
瀞
川
・

氷
ノ
山
線
（
氷
ノ
山
工
区
）」
→
大
段
ヶ
平

→
ハ
チ
高
原
（
泊
）

　

29
日
㈯　

ハ
チ
高
原
→
林
道
「
瀞
川
・
氷
ノ
山
線
（
瀞

川
工
区
）」
→
瀞
川
山
登
山
→
木
の
殿
堂
→

但
馬
植
物
園
→
三
宮

　

三
宮
を
朝
９
時
に
大
型
バ
ス
で
出
発
し
、養
父
市
の「
あ

ゆ
公
園
」
で
、
市
に
用
意
し
て
頂
い
た
中
型
バ
ス
２
台
に

分
乗
し
、
養
父
市
商
工
観
光
課
の
職
員
の
方
に
沿
線
の
名

所
解
説
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、豊
富
な
湧
水
の
あ
る「
ぶ

な
の
し
ず
く
」（
写
真
１
）
で
喉
を
潤
し
、
紅
葉
が
始
ま

っ
た
森
林
管
理
道
「
横
行
線
」
を
「
瀞
川
氷
ノ
山
線
」
へ

向
か
い
、
ス
ギ
の
緑
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
鮮
や
か
な
ブ
ナ

や
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
な
ど
の
紅
黄
を
背
景
に
、

植
物
の
名
前
を
宮
田
樹
木
医
や
近
藤
講
師
の
解
説
を
聞
き

な
が
ら
、
約
３
時
間
林
道
を
歩
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
な
か
、
横
行
の
姫
ヶ
淵
で
は
、
平
家
の
落
人
で

あ
っ
た
姫
が
、
旗
指
物
が
立
っ
て
い
た
ら
追
手
が
な
い
と

い
う
合
図
を
示
し
合
わ
せ
、
風
で
倒
れ
た
旗
を
見
て
追
手

が
迫
っ
た
も
の
と
思
い
こ
み
淵
へ
身
を
投
げ
た
話
や
道
が

立
派
に
な
る
と
若
者
は
都
会
へ
出
て
行
っ
て
し
ま
う
な
ど
、

養
父
市
の
方
か
ら
沿
線
の
解
説
を
し
て
い
た
だ
き
、
車
窓

か
ら
指
さ
す
方
向
を
熱
心
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
段
ヶ
平
で
は
、
遠
く
妙
見
山
な
ど
の
山
並
み
を
見
な

が
ら
昼
食
、
昨
年
設
置
さ
れ
た
、
ス
ギ
の
オ
ガ
ク
ズ
と
バ

ク
テ
リ
ア
の
力
で
分
解
し
汚
水
は
再
利
用
す
る
バ
イ
オ
ト

イ
レ
（
写
真
２
）
も
効
果
を
発
揮
し
、
氷
ノ
山
を
バ
ッ
ク

に
記
念
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。（
写
真
３
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
午
前
に
林
道
最
高
峰
１
、
２
０

０
ｍ
の
地
点
か
ら
宍
粟
市
ま
で
、
午
後
に
は
大
段
ヶ
平
か

ら
巨
木
谷
ま
で
歩
き
、
沿
線
の
紅
葉
し
た
樹
木
や
県
内
最

大
の
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
自
然

観
察
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
写
真
４
）。

　

鵜
縄
で
は
、
和
田
山
農

林
振
興
事
務
所
か
ら
鵜
縄

式
間
伐
や
林
業
の
置
か
れ

て
い
る
厳
し
い
現
状
に
つ

い
て
の
説
明
を
熱
心
に
聴

い
て
い
た
だ
き
、
養
父
市

森
林
組
合
の
高
性
能
林
業

機
械
（
プ
ロ
セ
ッ
サ
）
で
の
玉
切
、集
積
作
業
（
写
真
５
）

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ハ
チ
高
原
の
宿
で
は
、
夕
食
後
の
時
間
を
拝
借
し
て
、

側
溝
蓋
の
窃
盗
被
害
や
法
面
か
ら
の
崩
落
土
砂
の
除
去
、

路
体
浸
食
箇
所
の
補
修
な
ど
、
林
道
の
維
持
管
理
の
苦
労

話
に
始
ま
り
、
但
馬
の
雪
景
色
、
巨
木
の
い
ろ
い
ろ
、
ハ

チ
高
原
の
自
然
等
々
、
約
２
時
間
、
ス
ラ
イ
ド
で
治
山
課

職
員
、
近
藤
講
師
、
宮
田
講
師
が
入
れ
替
わ
り
解
説
し
、

皆
さ
ん
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
但
馬
で
は
滅
多
に
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
林
道
の
鉢
伏
山
登
山
口
か
ら
氷
ノ
山
、
ハ
チ
高
原
の

素
晴
ら
し
い
眺
望
を
味
わ
っ
た
の
ち
（
写
真
６
）、
瀞
川

山
（
１
、
０
３
９
ｍ
）
に
登
り
（
写
真
７
）、
但
馬
の
山
々
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写真２　バイオトイレ

写真１　ぶなのしずく

写真４　巨木の谷で観察

写真３　大段ヶ平にて

写真５　プロセッサでの材の集積



の
雄
大
な
景
色
を
楽
し
ん

で
頂
き
ま
し
た
。
午
後
は

木
の
殿
堂
を
見
学
し
た
の

ち
、
但
馬
高
原
植
物
園
に

入
り
、
和
池
の
大
カ
ツ
ラ

（
写
真
８
）
な
ど
園
内
を

見
学
し
、
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。

３
、
参
加
者
の
感
想
と
意
見

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
自
然
観
察
が
で
き
る
よ
い
機
会
だ

っ
た
と
い
う
感
想
を
多
く
頂
戴
し
ま
し
た
が
、
厳
し
い
ご

意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
若
い
世
代
の
方
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
催
行
日
に
初
め
て
土
曜
日
を
含
め
た
の
で
す
が
、

金
曜
日
か
ら
の
１
泊
２
日
行
程
で
あ
り
、
土
曜
日
だ
け
参

加
し
た
い
、
土
日
で
や
ら
な
い
の
か
と
い
う
お
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
し
た
。
土
日
で
の
催
行
は
自
家
用
車
が
多
く

バ
ス
が
通
行
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
っ
た
の
で
金
土
の
実

施
と
し
ま
し
た
が
、
勤
労
者
、
学
生
の
方
の
参
加
を
期
待

す
る
に
は
土
日
催
行
が
ベ
タ
ー
で
あ
り
、
難
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
回
は
、
女
性
が
約
６
割
、
６０
歳
以
上
の
方
が
大
多
数

で
し
た
。

【
い
た
だ
い
た
意
見
・
感
想
】

◦
林
道
は
林
業
関
係
者
だ
け
の
道
で
一
般
の
者
は
通
行
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

◦
林
道
沿
い
の
看
板
に
は
、
木
・
花
な
ど
の
名
前
、
現
在

地
・
距
離
・
危
険
箇
所
・
ト
イ
レ
位
置
な
ど
を
表
示
し

て
ほ
し
い
。

◦
魅
力
あ
る
林
道
と
は
、
車
両
乗
り
入
れ
が
制
限
さ
れ
た
、

ト
イ
レ
・
休
憩
所
・
駐
車
場
が
あ
る
林
道
。

◦
林
道
の
ト
イ
レ
は
維
持
費
が
嵩
む
、
利
用
者
が
い
る
か

疑
問
で
税
の
無
駄
遣
い
で
あ
る
。

◦
林
道
の
維
持
管
理
は
裏
方
の
仕
事
だ
が
大
変
で
頭
が
下

が
る
。

◦
配
布
資
料
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
内
容
、
編
集
が
よ
く
で

き
て
い
る
の
で
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。

◦
６０
歳
以
上
の
シ
ル
バ
ー
世
代
で
田
舎
の
出
身
者
は
地
元

に
戻
る
の
で
、
元
気
で
よ
く
働
く
者
に
（
林
業
で
の
活

動
を
）
働
き
か
け
し
て
は
ど
う
か
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
怪
我
な
く
終
了
で
き

ま
し
た
こ
と
を
、
参
加
者
の
皆
様
と
バ
ス
の
手
配
、
案
内

ご
協
力
い
た
だ
い
た
養
父
市
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
抜
粋
）】

Ｑ
、
自
然
に
配
慮
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
か
。

とても
64％

少し
25％

どちらとも
いえない
11％

あまり 0％

Ｑ
、
参
加
さ
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
か
。

とても
93％

どちらともいえない 0％
あまり 0％ まったく 0％

少し 7％

Ｑ
、
間
伐
や
林
業
の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
は
理
解

で
き
ま
し
た
か
。

とても
50％

少し
46％

どちらとも
いえない
4％

あまり 0％
まったく 0％

Ｑ
、
木
材
の
搬
出
に
林
道
は
役
立
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
。

とても
78％

少し
14％

どちらともいえない 0％

まったく 4％
あまり 4％

（1�） 平成19年1月5日

写真７　瀞川山頂にて

写真６　ハチ高原氷ノ山を望む

写真８　和池の大カツラ



写真2　地すべり上部から

第21号 （1�）兵庫の治山・林道と森林整備

　

平
成
18
年
10
月
８
日
未
明
、
養
父
市
の
鉢
伏
高
原
西
側
で
幅

２
０
０
ｍ
、
長
さ
２
０
０
ｍ
に
お
よ
ぶ
大
規
模
な
地
す
べ
り
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

当
地
区
で
は
昭
和
60
年
９
月
25
日
に
も
幅
２
０
０
ｍ
、
長
さ

１
６
０
ｍ
、
移
動
土
塊
量
お
よ
そ
25
万
㎥
の
大
規
模
な
地
す
べ

り
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
旧
地
す
べ
り
地
の
上
部
か

ら
東
側
に
か
け
て
幅
２
０
０
ｍ
、
奥
行
き
50
ｍ
、
高
さ
25
ｍ
程

の
土
塊
が
新
た
な
地
す
べ
り
を
起
こ
し
て
旧
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ

ク
の
一
部
を
押
し
出
し
た
か
、
あ
る
い
は
一
体
と
な
っ
て
動
い

た
と
思
わ
れ
、
新
た
な
移
動
土
砂
量
は
25
万
～
30
万
㎥
程
度
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
１
、
２
）
地
す
べ
り
に
よ
っ
て
流

出
し
た
土
砂
は
下
流
に
あ
る
大
久
保
集
落
の
上
流
５
０
０
ｍ
付

近
ま
で
流
出
、
堆
積
し
、
農
地
の
一
部
、
農
機
具
小
屋
等
に
被

害
を
与
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
治
山
ダ
ム
群

に
よ
り
集
落
へ
の
被
害
は
免
れ
ま
し
た
。

　

写
真
２
で
は
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
東
側
（
写
真
向
か
っ

て
左
側
）
は
ス
ス
キ
の
緑
が
広
が
っ
て
い
て
乱
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
中
は
ク
ラ
ッ
ク
に
落
ち
な
い
よ
う
に
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
ズ
タ
ズ
タ
状
態
で
し
た
。
ま
た

上
部
崖
面
の
直
下
は
陥
没
地
形
を
し
て
お
り
、
崖
面
や
上
部
か

ら
の
湧
水
、
流
入
水
に
よ
る
水
溜
り
が
複
数
出
来
て
、
こ
の
ま

ま
放
置
す
る
と
湧
水
等
が
地
す
べ
り
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
し
た
。（
写
真
３
、
４
）

　

地
す
べ
り
の
直
接
の
原
因
は
、
大
久
保
地
区
の
下
流
に
あ
る

奈
良
尾
地
区
で
10
月
５
日
か
ら
７
日
の
秋
雨
前
線
豪
雨
が
３
７

４
㎜
の
累
積
雨
量
を
記
録
し
て
お
り
、
こ
の
豪
雨
に
よ
る
地
下

水
上
昇
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
当
地
区
周
辺
の
地
質
は
、

お
よ
そ
１
万
年
か
ら
１
８
０
万
年
前
に
出
来
た
非
常
に
新
し
い

地
質
で
、
鉢
伏
安
山
岩
類
と
凝
灰
岩
類
が
互
層
を
な
し
て
い
ま

す
が
、
と
も
に
固
結
度
が
低
く
、
地
す
べ
り
等
が
発
生
し
や
す

い
地
質
と
い
え
ま
す
。

【
１
】
被
災
施
設
の
状
況

　

当
地
区
で
は
、
昭
和
60
年
度
か
ら
平
成
10
年
度
ま
で
に
集
水

井
工
４
基
、
集
排
水
ボ
ー
リ
ン
グ
２
、
５
４
２
ｍ
、
杭
打
工
１９０
本
、

ア
ン
カ
ー
工
２５０
本
、
治
山
ダ
ム
22
基
、
土
留
工
４
基
、
水
路
工

等
が
約
14
億
円
か
け
て
施
工
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
す
べ
り
に
よ
り
、
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
施
工

し
た
集
水
井
工
、
杭
打
工
、
ア
ン
カ
ー
工
、
水
路
工
が
被
災
、

下
部
渓
流
で
は
谷
止
工
、
床
固
工
、
土
留
工
等
の
施
設
が
被
災

し
ま
し
た
が
、
崩
壊
土
砂
、
流
出
土
砂
が
施
設
等
に
覆
い
か
ぶ

さ
っ
て
い
て
、
全
て
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
あ
っ
た
集
水
井
工
３
基
の
う
ち
被

災
が
確
認
さ
れ
た
の
は
２
基
で
、
残
る
１
基
は
崩
壊
土
砂
の
下

に
埋
も
れ
て
い
て
確
認
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
被
災
集
水
井
の
１

基
は
、
地
上
に
飛
び
出
し
て
「
ピ
サ
の
斜
塔
？
」
ば
り
に
存
在

を
誇
示
（
写
真
５
）
し
て
お
り
、
も
う
１
基
は
、
見
た
目
に

は
施
工
時
の
ま
ま
で
す
が
内
部
は
地
下
13
ｍ
付
近
で
切
断
さ

れ
、
集
水
ボ
ー
リ
ン
グ
の
保
孔
管
が
井
内
に
飛
び
出
し
て
い
ま

す
。（
写
真
６
）

　

73
本
施
工
し
た
鋼
管
杭
打
工
の
う
ち
、
２
本
は
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
Ｖ
字
谷
の
な
か
に
名
残
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
残
り

の
杭
は
行
方
不
明
で
す
。（
写
真
７
）

　

ア
ン
カ
ー
工
に
つ
い
て
は
、
受
圧
板
が
そ
こ
か
し
こ
に
散
乱

し
て
い
る
ほ
か
、
滑
落
崖
の
途
中
か
ら
テ
ン
ド
ン
の
ワ
イ
ヤ
ー

大
久
保
地
区
地
す
べ
り
災
害
の
概
要

但
馬
地
域
山
地
地
す
べ
り
対
策
室

写真1　地すべり正面から

写真4　東側から
　　　（光って見えるのは流入水等）

写真3　地すべりブロック西側から

写真6　切断されたNo2集水井

写真5　飛び出したNo1集水井

写真8　被災したアンカーと受圧板

写真7　被災した鋼管杭



（1�） 平成19年1月5日

線
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
な
ど
、
地
す
べ
り
の
す
さ
ま
じ
さ
が

伺
え
ま
す
。（
写
真
８
）

　

下
流
の
谷
止
工
等
の
鋼
製
構
造
物
は
、
20
基
が
被
災
し
た
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
崩
壊
土
砂
、
流
出
土
砂
に
埋
没
し
て
い
る

も
の
も
多
く
有
り
、
被
災
の
全
て
は
確
認
で
き
な
い
状
況
で
す
。

（
写
真
９
、
10
、
11
、
12
）
し
か
し
、
昭
和
60
年
の
地
す
べ
り

発
生
時
に
は
、
流
出
土
砂
が
下
流
八
木
川
と
の
合
流
付
近
ま
で

流
出
し
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
大
久
保
集
落
を
守
る
た
め
自

ら
を
犠
牲
に
し
て
土
石
流
を
止
め
た
姿
に
感
動
を
覚
え
る
の
は

私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

被
災
総
額
は
、
埋
没
し
て
未
確
認
の
も
の
も
あ
り
確
定
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
工
事
価
格
で
６
億
円
前
後
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
２
】
緊
急
対
策

　

被
害
発
生
し
た
10
月
８
日
、
被
災
地
に
い
た
土
建
会
社
専
務

に
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
陥
没
部
分
の
溜
ま
り
水
を
ブ
ロ
ッ

ク
外
へ
排
出
す
る
た
め
の
パ
イ
プ
と
大
型
土
の
う
に
よ
る
仮
締

切
工
の
設
置
に
つ
い
て
協
力
要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
場
で
パ
イ

プ
の
在
庫
調
査
、
重
機
の
手
配
等
に
つ
い
て
連
絡
し
て
い
た
だ

き
（
携
帯
電
話
は
便
利
）、
翌
９
日
か
ら
工
事
に
着
手
、
翌
々
日

の
11
日
に
は
完
了
し
ま
し
た
。（
写
真
13
、
14
）
次
に
、
地
す
べ

り
上
部
の
谷
か
ら
流
入
す
る
水
を
遮
断
す
る
た
め
の
パ
イ
プ
設

置
も
14
日
に
完
成
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
溜
ま
り
水
は
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
。

　

養
父
市
に
お
い
て
も
、
地
す
べ
り
末
端
部
に
セ
ン
サ
ー
が
設

置
さ
れ
、
地
す
べ
り
が
活
動
し
た
ら
大
久
保
集
落
内
に
お
い
て

赤
色
燈
が
ひ
か
り
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
よ
う
に
セ
ッ
ト
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
在
ま
で
セ
ン
サ
ー
が
感
知
す
る
よ
う
な
地
す
べ
り

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
市
か
ら
要
請
を
受
け
て
現
地
に
い
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
所
長
に
詳
細
な
現
地
調
査
と
測
量
に
つ
い
て
協
力
要
請
し
、

16
日
に
は
地
す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
の
測
量
図
が
完
成
計
画
立
案
の

基
礎
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
融
雪
期
の
地
す
べ
り
活
動
を
抑
制
す
る
た
め
、
地

す
べ
り
ブ
ロ
ッ
ク
内
へ
の
雨
水
、
融
雪
水
な
ど
の
浸
透
を
防
止

す
る
た
め
の
整
地
工
、
地
表
面
付
近
の
浅
い
地
下
水
を
排
除
す

る
た
め
の
暗
渠
工
、
地
す
べ
り
面
付
近
の
深
い
地
下
水
を
汲
み

上
げ
る
た
め
の
揚
水
孔
を
実
施
し
て
積
雪
期
を
迎
え
ま
し
た
。

（
写
真
15
、
16
）

　

あ
わ
せ
て
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
等
に
も
着
手
し
、
地
す
べ
り
の

機
構
解
明
に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
雪
お
よ
び
融
雪
期
の
動
態

観
測
に
向
け
て
、
自
動
観
測
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
自
動
観
測
シ
ス
テ
ム
は
、
歪
計
、
地
中
伸
縮
計
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
受
信
機
、
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
、
土
石
流
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
て

微
小
な
ミ
リ
単
位
の
動
き
か
ら
10
ｍ
を
超
え
る
大
き
な
動
き
ま

で
観
測
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
パ
ソ
コ
ン
を
開
け
ば
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
状
況
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
ほ
か
、
異
常
な
動
き
が
観

測
さ
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
さ
ま
電
話
と
サ
イ
レ
ン
等
に
よ
り
住

民
に
危
険
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
避
難
に
役
立
て

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

【
３
】
復
旧
対
策

　

本
格
的
な
復
旧
に
向
け
て
、
被
災
し
た
施
設
の
復
旧
に
つ
い

て
は
地
す
べ
り
防
止
施
設
災
害
復
旧
事
業
で
、
拡
大
し
た
地
す

べ
り
部
分
で
は
災
害
関
連
緊
急
地
す
べ
り
防
止
事
業
に
よ
り
国

の
採
択
を
受
け
る
べ
く
、
突
貫
で
計
画
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

災
害
関
連
緊
急
地
す
べ
り
防
止
事
業
で
は
、
渓
流
内
に
堆
積

す
る
土
砂
に
よ
る
土
石
流
発
生
に
備
え
、
下
流
で
の
谷
止
工
計

画
を
1０
月
２０
日
に
、
上
部
滑
落
崖
の
拡
大
崩
壊
防
止
の
た
め

の
法
枠
工
、
ア
ン
カ
ー
工
等
の
計
画
を
11
月
８
日
に
、
地
す
べ

り
防
止
施
設
災
害
復
旧
事
業
で
は
、
集
水
井
工
、
ア
ン
カ
ー
工
、

杭
打
工
、
水
路
工
、
谷
止
工
、
床
固
工
、
排
土
工
等
の
計
画
を

11
月
８
日
に
、
総
額
約
２０
億
円
で
申
請
し
ま
し
た
。

　

県
下
各
地
か
ら
延
べ
１
０
０
人
に
お
よ
ぶ
応
援
を
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
、
本
当
に
短
期
間
に
申
請
書
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
応
援
い
た
だ
い
た
職
員
お
よ
び
事
務
所
の
方
々

に
、
紙
面
を
借
り
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
か
ら
は
1７
億
を
超
え
る
工
事
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

ら
の
発
注
、
完
成
に
向
け
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
住
民
の
た

め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

写真１2　同谷止工群 写真１１　被災しつつも土砂を止めた
　　　　床固工群

写真9　土石流末端部の谷止工写真１0　埋没した4基の床固工

写真１4　崖面上部の導水パイプ

写真１3　林道側溝を利用して排水

（ここから上流で多量の土砂を堆積し、集落への被害を防いだ）

写真１6　掘進中の揚水孔
　　　　（周辺は整地済み）

写真１5　暗渠工



Ⅰ
、
は
じ
め
に

　

間
伐
材
の
利
用
拡
大
は
、
森
林
整
備
の
推
進
と
森
林
資

源
の
有
効
利
用
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
利

用
の
主
体
は
現
在
、
治
山
、
林
道
、
土
木
な
ど
の
公
共
事

業
で
す
が
、
今
後
、
間
伐
材
の
利
用
を
進
め
る
た
め
に
は
、

原
木
の
安
定
供
給
、
加
工
体
制
整
備
と
共
に
需
要
先
を
拡

大
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
問
題
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
消
費
量
の
拡
大
に
関
し
て
、
但
馬
流
域

森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
「
但
馬
産
間
伐
材

利
用
拡
大
検
討
会
」
を
開
催
し
て
、
間
伐
材
の
利
用
拡
大

を
図
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
事
例
集
の
と
り
ま
と
め
等

を
行
い
ま
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

Ⅱ
、
利
用
間
伐
の
取
組
み
状
況

　

但
馬
地
域
に
は
、
約
18
万
ha
の
森
林
が
あ
り
、
そ
の
内

人
工
林
が
約
９
万
ha
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
人
工
林
で

は
、
36
年
生
以
上
が
62
％
を
占
め
る
状
況
で
、
間
伐
の
実

行
と
合
わ
せ
て
森
林
資
源
の
有
効
利
用
を
積
極
的
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
間
伐
の
実
行
は
「
森
林
管
理
１００
％
作
戦
」
に

よ
り
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
が
、
発
生
す
る
間
伐
材
は
ほ

と
ん
ど
利
用
さ
れ
ず
、
林
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
但

馬
地
域
の
実
態
で
す
。

　

こ
の
課
題
に
対
し
て
現
在
林
業
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
「
鵜
縄
式
間
伐
」
の
普
及
で

す
。
こ
れ
は
、
作
業
道
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
で
搬

出
コ
ス
ト
を
削
減
し
て
収
益
を
確
保
し
、
利
用
間
伐
を
促

進
し
て
、
原
木
の
安
定
供
給
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
鵜
縄
式
間
伐
」
は
残
存
列
も
間
伐
を
行
う
た
め
、

過
密
林
分
の
間
伐
に
お
い
て
水
土
保
全
に
有
効
な
方
法
と

な
り
ま
す
。

　
Ⅲ
、
㈿
但
馬
材
林
産
加
工
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
間
伐
材
製

品
の
供
給
体
制
整
備

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
但
馬
内
７
つ
の
森
林
組
合

が
、
間
伐
材
の
有
効
利
用
を
目
的
に
、
平
成
16
年
３
月
に

㈿
但
馬
材
林
産
加
工
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
、
平
成
17
年

１
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
工
場
は
養
父
市
八

鹿
町
八
木
に
あ
り
ま
す
。

　

当
施
設
は
、
丸
棒
、
半
割
、
一
～
四
面
挽
の
形
状
加
工

の
で
き
る
丸
棒
加
工
機
や
そ
の
他
機
種
を
導
入
し
て
、
需

用
者
の
要
望
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
供
給
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
防
腐
加
工

も
他
社
と
提
携
し
て

注
入
処
理
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
但
馬
地
域

の
間
伐
材
加
工
の
中

核
的
施
設
と
し
て
そ

の
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ⅳ
、「
但
馬
産
間
伐
材
利
用
拡
大
検
討
会
」
に
よ
る
協
議

　

原
木
供
給
体
制
、
加
工
体
制
の
整
備
が
進
む
中
で
、
重

要
課
題
で
あ
る
消
費
の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
但
馬
内
の

農
林
振
興
事
務
所
森
林
林
業
課
、
治
山
課
、
林
道
事
務
所
、

地
す
べ
り
対
策
室
、
兵
庫
み
ど
り
公
社
、
森
林
組
合
、
加

工
セ
ン
タ
ー
の
若
手
職
員
を
中
心
と
し
た
18
名
の
検
討
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

但
馬
産
間
伐
材
の
利
用
拡
大
を
進
め
る
た
め

間
伐
材
製
品
利
用
事
例
集
の
発
行
に
つ
い
て

但
馬
県
民
局 

地
域
振
興
部 

和
田
山
農
林
振
興
事
務
所

第21号 （1�）兵庫の治山・林道と森林整備

鵜縄式利用間伐の実施状況

但馬材林産加工センター

但馬の間伐実施面積と利用間伐面積の推移
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丸太柵工（３段積）歩道防護柵

集水井安全防護柵

防風柵工

丸太落石防止柵工

組立式ステージ

ウッドガードレール

木製ベンチ

フラワープランター

検
討
課
題
と
し
て

　

⑴
県
民
緑
税
充
当
事
業
へ
の
利
用
拡
大

　

⑵
新
製
品
の
検
討

　

⑶
原
木
供
給
、
製
品
販
売
促
進
活
動

に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
今
年
度
の
目
標
と
し
て
、
主
に

但
馬
地
域
で
施
工
さ
れ
て
い
る
木
材
使
用
事
例
集
を
ま
と

め
て
、
使
用
事
例
の
検
証
と
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

新
製
品
の
検
討
の
中
で
は
、
谷
止
工
の
水
抜
き
閉
塞

防
止
工
の
二
次
製
品
化

に
つ
い
て
試
作
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
、
現
地

施
工
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
原
木
供
給
に

つ
い
て
は
、
森
林
組
合

に
よ
る
工
場
直
送
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
検
討

を
し
ま
し
た
。

Ⅴ
、
間
伐
材
製
品
使
用
事
例
集
の
概
要

　

本
事
例
集
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
㈳
兵
庫
県
治

山
林
道
協
会
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
次
に
発
刊
し
た

事
例
集
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ⅵ
、
今
後
の
展
開

　

今
後
は
、
道
路
、
河
川
、
砂
防
、
港
湾
、
土
地
改
良
、

漁
業
な
ど
で
使
用
が
見
込
ま
れ
る
国
、
県
、
市
町
関
係
機

関
を
中
心
に
、
作
成
し
た
事
例
集
を
使
っ
て
間
伐
材
の
利

用
を
提
案
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
組
合
に
お
い
て
は
、
原
木
の
安
定
確
保
が

最
重
点
課
題
で
す
が
、
但
馬
の
間
伐
材
が
使
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
土
木
、
造
園
業
者
等
に
対
し
て
販
売
促
進
活
動

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
但
馬
産
間
伐
材
利
用
拡
大
検
討
会
」
の
活
動

を
続
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
関
係
方
面
の
多

く
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
格

別
の
ご
配
慮
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

水抜き閉塞防止工の試作品検討会表紙

丸太階段工・
転落防止策

各頁の見本
（写真と歩掛）

（1�） 平成19年1月5日



語
り
継
ご
う「
山
津
波
」

　
　
　

下
三
方
小
学
校
の
取
り
組
み

西
播
磨
県
民
局
地
域
振
興
部
龍
野
農
林
振
興
事
務
所 

谷
本　

実

　

昭
和
51
年
９
月
1３
日
台
風
1７
号
に
よ
る
豪
雨
に
よ
り
、

一
宮
町
福
知
地
区
の
通
称
「
抜
山
」
が
1０ 

ha
に
わ
た
り
崩

壊
し
、
１
０
０
万
㎥
の
土
砂
が
下
三
方
小
学
校
を
含
む
公

共
施
設
1７
棟
、
家
屋
４０
戸
等
を
押
し
流
し
、
死
者
３
名
と

い
う
未
曾
有
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

以
後
、
下
三
方
小
学
校
で
は
、「
命
の
尊
さ
」
や
、「
目

的
に
向
か
い
心
ひ
と
つ
に
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
９
月
1３
日
を
「
山
津
波
災
害

の
日
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
毎
年
こ
の
日
に
は
、
地
域
の

方
々
の
証
言
を
聞
い
た
り
、
災
害
に
対
す
る
心
構
え
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
災
害
後
３０
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
、毎
年
行
っ
て
い
る
淡
路
市
立（
旧
津
名
郡
一
宮
町
）

郡
家
小
学
校
と
の
「
海
と
山
の
交
歓
会
」
に
お
い
て
、
下

三
方
小
学
校
児
童
が
山
津
波
に
つ
い
て
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
海
と
山
の
交
歓
会
」
は
、
昭
和
３４
年
に
姉
妹
校
と
し

て
提
携
し
た
両
校
が
行
っ
て
い
る
行
事
で
あ
り
、
小
学
５

年
生
の
児
童
が
夏
に
は
淡
路
へ
、
秋
に
は
宍
粟
へ
と
交
流

し
今
年
で
４７
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和
51
年
の
災
害
の
時
も
、
平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大

震
災
の
時
も
交
歓
会
は
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
、
災
害
の
説
明
と
対
策
工
の
現
地
案
内
の
依
頼
を

受
け
治
山
事
業
の
大
切
さ
を
少
し
で
も
Ｐ
Ｒ
で
き
た
ら
と

思
い
参
加
し
ま
し
た
。

　

下
三
方
小
学
校
５
年
生
1６
名
、
郡
家
小
学
校
５
年
生
15

名
、
保
護
者
15
名
参
加
の
も
と
被
災
当
時
の
ビ
デ
オ
を
見

て
も
ら
い
、
写
真
パ
ネ

ル
を
使
い
災
害
当
時
の

状
況
、
崩
壊
の
原
因
、
治
山
工
事
の
内
容
を
説
明
し
、
最

後
に
崩
壊
の
要
因
と
な
っ
た
地
下
水
を
排
除
す
る
集
水
井

か
ら
の
排
水
ト
ン

ネ
ル
工
の
内
部
を

見
学
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童

が
各
班
に
別
れ
家

族
・
地
域
の
方
に

聞
い
た
災
害
当
時

の
被
害
状
況
や
災

害
時
何
を
し
た
か

等
に
つ
い
て
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
に
つ
い
て
、
家
族
で
話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
災

害
の
怖
さ
・
防
災
に
対
す
る
心
構
え
・
避
難
場
所
等
が
認

識
さ
れ
、
災
害
を
語
り
継
ぐ
こ
と
で
非
常
に
良
い
学
習
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

説明状況

トンネル見学

研究発表
ビデオ鑑賞

被災写真

第21号 （�0）兵庫の治山・林道と森林整備
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兵
庫
の
き
の
こ（
９
）

丹
波
県
民
局
地
域
振
興
部
柏
原
農
林
振
興
事
務
所　

正
井
俊
郎

17
、
腹
菌
類

　

腹
菌
類
は
真
正
担
子
菌
綱
に
属
す
る
が
、
ハ
ラ
タ
ケ
類

や
ヒ
ダ
ナ
シ
タ
ケ
類
の
よ
う
に
胞
子
が
作
ら
れ
る
部
分
は

露
出
さ
れ
ず
に
、
胞
子
が
充
分
成
熟
す
る
ま
で
殻
皮
に
包

ま
れ
る
。
肉
眼
的
特
徴
は
変
化
に
富
み
、
人
目
を
引
き
興

味
の
持
た
れ
る
も
の
が
多
く
、
県
内
で
は
、
６
目
11
科
1７

属
２２
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ニ
セ
シ
ョ
ウ
ロ
目
、
ホ
コ
リ
タ
ケ
目
の
キ
ノ
コ
に
は
、

コ
ツ
ブ
タ
ケ
や
オ
ニ
フ
ス
ベ
の
よ
う
に
、
丸
く
て
、
地
面

や
、
地
中
に
生
え
る
も
の
が
多
い
が
、
ツ
チ
グ
リ
や
ヒ
ナ

ツ
チ
ガ
キ
の
よ
う
に
外
皮
が
星
形
に
裂
開
す
る
も
の
も
あ

る
。
ホ
オ
ベ
ニ
タ
ケ
な
ど
の
ケ
シ
ボ
ウ
ズ
タ
ケ
目
の
キ
ノ

コ
は
柄
や
擬
柄
が
付
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
チ
ャ

ダ
イ
ゴ
ケ
な
ど
の
チ
ャ
ダ
イ
ゴ
ケ
目
の
キ
ノ
コ
は
コ
ッ
プ

形
で
、
内
部
に
胞
子
の
入
っ
た
小
塊
粒
を
つ
く
る
の
で
、

卵
の
入
っ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
鳥
の
巣
の
よ
う
に
見
え
る
。

独
特
の
臭
気
の
あ
る
カ
ゴ
タ
ケ
や
サ
ン
コ
タ
ケ
な
ど
の
ス

ッ
ポ
ン
タ
ケ
目
の
キ
ノ
コ
や
シ
ョ
ウ
ロ
な
ど
の
ヒ
メ
ノ
ガ

ス
テ
ル
目
の
キ
ノ
コ
も
こ

の
仲
間
で
あ
る
。

18
、
キ
ク
ラ
ゲ
類

　

異
型
担
子
菌
綱
に
属
す

る
キ
ク
ラ
ゲ
類
は
、
担
子

菌
の
中
で
も
、
ハ
ラ
タ
ケ

類
や
ヒ
ダ
ナ
シ
タ
ケ
類
と

異
な
り
、
担
子
器
が
多
室

で
あ
っ
た
り
、
単
室
で
あ

っ
て
も
太
い
小
柄
を
持
つ

の
が
特
徴
で
あ
る
。
肉
眼

的
に
は
、
形
が
花
び
ら
状
～
座
布
団
状
な
ど
様
々
で
あ
る

が
、
湿
っ
て
い
る
と
き
は
、
ゼ
ラ
チ
ン
質
、
ロ
ウ
質
の
も

の
が
多
い
。
県
内
で
は
、
シ
ロ
キ
ク
ラ
ゲ
目
の
コ
ガ
ネ
ニ

カ
ワ
タ
ケ
、
キ
ク
ラ
ゲ
目
の
キ
ク
ラ
ゲ
、
ア
ラ
ゲ
キ
ク
ラ

ゲ
、
ア
カ
キ
ク
ラ
ゲ
目
の
ツ
ノ
マ
タ
タ
ケ
な
ど
３
目
４
科

８
属
11
種
の
キ
ノ
コ
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ホオベニタケ（クチベニタケ科）
ブナ林に生え、パチンコ玉ほどの大きさで、中
央部は赤い唇のように突き出ている。外皮表面
が淡紅色をしているのでこの名がある。

ヒナツチガキ（ヒメツチグリ科）
林内の落葉上に群生する小形のキノコ。幼菌は
球形で、表面は褐色の綿毛で覆われる。成熟す
ると外皮は星形に裂開する。

オニフスベ（ホコリタケ科）
あぜ道や庭園などに生える大形～超大形のキノ
コ。最初は白色、しだいに褐色に変わり、古綿
状になって、風に吹かれて消える。

カゴタケ（アカカゴタケ科）
林地の落葉上に群生する。幼菌はたまご状で、
裂開して丸かご形となり、斜面を転がったりす
る。フルーツのような甘い匂いを放つ。

コガネニカワタケ（シロキクラゲ科）
広葉樹の枯れ木に生じる重なりあった波状～葉
状の黄金色をしたキノコ。ゼラチン質である
が、乾燥すれば収縮して軟骨質となる。

ツノマタタケ（アカキクラゲ科）
枯幹上に生じる軟骨状にかわ質の小形キノコ。
全体が透明感のある橙黄色で、有柄、上部はへ
ら形～扇形をしている。

＊ホームページ「Mushyのキノコ写真ギャラリー」
　http://www5b.biglobe.ne.jp/~tmasai/indexj.html もご覧下さい。



森
林
・
林
業
関
係
国
予
算
内
示
の
概
要

（
Ｈ
１９
当
初
予
算
、
Ｈ
１８
補
正
予
算
）

第21号 （��）兵庫の治山・林道と森林整備

Ⅰ．総　　括　　表
区　　分 18年度予算額

（億円）
19年度概算決定額

（億円）
対前年度比

（％）

農林水産予算総額 27,783 26,927 96．9

１　公共事業費 １2,090 １１,397 94．3

　　一般公共事業費 １１,898 １１,205 94．2

　　災害復旧等事業費 １92 １92 １00．0

２　非公共事業費 １5,692 １5,530 99．0

　　一般事業費 9,332 9,456 １0１．3

　　食料安定供給関係費 6,36１ 6,074 95．5

平成1９年度
農林水産予算概算決定の概要 （平成１8年１2月　農林水産省）

（注）　１．計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　　２．係数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

Ⅱ．公共事業費一覧

（注）　上記のほか、地域再生基盤強化交付金措置額を内閣府に計上。

事　　項 18年度予算額
（百万円）

19年度概算決定額
（百万円）

対前年度比
（％）

農業農村整備 727,829 674,656 92．7

　　林野公共 288,832 282,368 97．8

　　治　　山 １１9,622 １１2,0１2 93．6

　　森林整備 １69,2１0 １70,356 １00．7

水産基盤整備 １53,１04 １44,１48 94．2

海　　　　岸 20,039 １9,338 96．5

一般公共事業費　計 １,１89,804 １,１20,5１0 94．2

災害復旧等 １9,225 １9,225 １00．0

公共事業費　計 １,209,029 １,１39,735 94．3

事　　項 平成18年度
予算額

平成19年度
内示額 備　　　考

公
共
事
業

治山事業 １１9,622 １１2,0１2 ・国有林・民有林一体とした治山事業の展開
　特定流域総合治山事業（拡充）� １．950の内数

森林整備事業 １69,2１0 １70,356 ・１00年先の森林を見据えた育成林整備の推進
　流域育成林整備事業（新規）� 25,１0１

一般公共事業計 ２８８，８３２ ２８２，３６８

災害復旧等事業 9,974 9,974

公 共 事 業 計 ２９８，８０６ ２９２，３４２

非
公
共
事
業

（項）林野庁 60,036 59,240

うち国有林野事業特別会計へ繰入 54,485 53,8１4

（項）林野庁施設費 44 66

（項）林業振興費 32,853 24,764

保安林等整備管理 529 553

森林計画 １,１１4 １,１１3

平成1９年度
林野庁一般会計予算内示額総括表 （平成１8年１2月20日）

（単位：百万円）



（��） 平成19年1月5日

補正追加額1,131億円　うち森林の整備関係530億円※

追　加　項　目 公共追加額 非公共追加額 計

１．台風等防災緊急対策�[ 一般公共事業関係費 ] 74,0１１ 74,0１１

　（１）治山事業
　　　　うち保安林の整備※

47,500
26,500

47,500
26,500

　（２）森林整備事業※ 26,5１１ 26,5１１

２．災害復旧等事業費 38,750 38,750

　（１）山林施設災害復旧事業 20,343 20,343

　（２）山林施設災害関連事業 １8,407 １8,407

３．耐震関係改修経費（独立行政法人施設の改修費） 26,500 374 374

合　　計 １１2,76１ 374 １１3,１35

平成18年度　林野庁関係補正予算の概要 （平成１8年１2月　林野庁）

（参考）上記のほかに、事業効果の早期発現を図るため施行する事業について、国庫債務負担行為（ゼロ国債）の補正（事業
費規模で治山事業90億円、森林整備事業39億円、合計１29億円）を計上する。

（単位：百万円）

事　　項 平成18年度
予算額

平成19年度
内示額 備　　　考

非
公
共
事
業

森林の整備・保全
（うち森林づくり交付金）

4,１43
（3,695）

3,756
（3,323）

・「１00年の森林づくり」加速化推進事業（新規）� 35　　　
・地域活動支援による国民参加の緑づくり活動推進事業（拡充）�

１69　　　
・未整備森林緊急公的整備導入モデル事業� １,97１　　　

林業・木材産業等振興対策
（うち強い林業・木材産業づくり
交付金）

１6,322
（6,990）

１6,302
（6,433）

・低コスト木材供給体制整備事業（新規）� 955
　　施業集約化・供給情報集積事業� 559
　　素材流通コーディネート事業� 4１
　　低コスト作業システム構築事業� 202
・住宅分野への地域材供給支援事業（新規）� 0
・木製道路施設普及促進のための技術開発事業（新規）� 0
・木材供給構造改革緊急条件整備事業（拡充）� 2,000
・木質バイオマス利活用推進対策事業（新規）� 87

林業普及指導 520 520

森林病害虫等防除 986 998

国際林業協力 393 363

林業・木材産業改善資金造成 5 20

森林整備地域活動支援対策 7,404 0 ・森林整備地域活動支援交付金（新規）� 0

森林整備活性化資金利子補給 １29 １94

林業信用保証事業 929 454

林業振興事業指導事務等 380 49１ ・低コスト木材供給体制整備事業（新規）
　　　　　　　（森林整備効率化支援機械開発事業� １53）　　

（項）独立行政法人林木育種セン
ター運営費 １,905 0

（項）独立行政法人林木育種セン
ター施設整備費 380 0

（項）独立行政法人森林総合研究
所運営費 8,443 １0,3１7

（項）独立行政法人森林総合研究
所施設整備費 １54 256

（項）山林事業指導監督費 40 37

非公共事業計 １０３，８１３ ９４，６７９

総　　　　　計 ４０２，６１９ ３８７，０２１

（注）１．上記のほか、地域再生基盤強化交付金措置額を内閣府に計上。
　　　２．計数は四捨五入により、端数において合計と一致しないものがある。



◎
条
約
事
務
局
の
審
査
に
も
耐
え
う
る
よ
う
検
証
を
進
め
て
き
た

森
林
に
関
す
る
各
種
デ
ー
タ
を
基
に
、
新
た
な
森
林
・
林
業
基

本
計
画
の
森
林
整
備
方
針
（
長
伐
期
化
、
針
広
混
交
林
化
）
を

踏
ま
え
て
、
追
加
整
備
量
が
試
算
さ
れ
た
。

◎
試
算
の
結
果
、
京
都
議
定
書
森
林
吸
収
目
標
１
３
０
０
万
炭
素

ト
ン
の
達
成
を
図
る
た
め
に
は
、
次
の
追
加
整
備
が
必
要
と
さ

れ
た
。

　
　
　
　

初
年
度
（
Ｈ
１９
）
の
取
組　
　
　
　
　

◎
対
策
の
初
年
度
で
あ
る
平
成
19
年
度
に
お
い
て
は
、
次
の
と
お

り
平
成
1８
年
度
補
正
予
算
を
併
せ
、
２０
万
ｈａ
を
超
す
（
２３
万

ｈａ
）
追
加
整
備
に
必
要
な
予
算
（
７６５
億
円
）
を
確
保

①
平
成
１８
年
度
補
正
予
算 

５
３
０
億
円【
概
ね
15
万
ｈａ
の
整
備
】

台
風
等
防
災
緊
急
対
策
７４０
億
円
の
う
ち

森
林
吸
収
源
対
策
に
も
直
接
資
す
る
予
算
額
５
３
０
億
円

・
災
害
防
止
を
目
的
と
し
た
間
伐
等
の
森
林
づ
く
り
を
緊
急
的

に
措
置
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
結
果
的
に
京
都
議
定
書
算
入

対
象
森
林
の
確
保
に
寄
与

②
平
成
１９
年
度
当
初
予
算 

２
３
５
億
円【
概
ね
８
万
ｈａ
の
整
備
】

　

○
農
林
水
産
省
を
挙
げ
た
森
林
吸
収
源
対
策
の
加
速
化

　

・
林
野
公
共
予
算
に
お
け
る
森
林
整
備
へ
の
重
点
化

（
対
前
年
比
６5
億
円
の
増
）

　

・
水
産
基
盤
整
備
事
業
と
連
携
し
た

　
　
「
漁
場
保
全
の
森
づ
く
り
事
業
（
１
０
０
億
円
）

　

・
農
業
農
村
整
備
事
業
と
連
携
し
た

　
　
「
農
業
用
水
水
源
地
域
保
全
整
備
事
業
」（
5０
億
円
）

○
「
未
整
備
森
林
緊
急
公
的
整
備
導
入
モ
デ
ル
事
業
」
の
創
設

（
新
規
）

　
　

～
美
し
い
森
林
へ
の
再
生
モ
デ
ル
事
業
～

　
　
　

（
森
林
づ
く
り
交
付
金
３３
億
円
の
う
ち
２０
億
円
相
当
）

　

・
立
地
条
件
等
に
よ
り
所
有
者
の
自
主
的
な
整
備
が
進
ま
な
い

箇
所
の
森
林
整
備
手
法
構
築
に
向
け
た
、
定
額
助
成
方
式
に

よ
る
モ
デ
ル
的
な
取
組

平
成
１９
～
２４
年
度
の
６
年
間
に
お
い
て
、
毎
年
２０
万

ha
の
追
加
整
備

京
都
議
定
書
森
林
吸
収
目
標
達
成
に
向
け
た

対
策
に
つ
い
て

第21号 （��）兵庫の治山・林道と森林整備

「やまなみ」には森
も り
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森
林
吸
収
源
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
森
林
整
備
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
比

１
０
０
・
７
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京

都
議
定
書
森
林
吸
収
目
標
１
、
３
０
０
万
炭
素
ト
ン
を

確
実
に
達
成
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
昨
年
か
ら
森

林
に
係
る
各
種
デ
ー
タ
の
検
証
が
進
め
ら
れ
、
新
た
な

森
林
林
業
基
本
計
画
の
森
林
整
備
方
針
を
踏
ま
え
て
追

加
整
備
量
の
試
算
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

今
後
「
平
成
19
年
度
か
ら
24
年
度
の
６
年
間
に
お
い
て
、

毎
年
20
万
ha
の
追
加
整
備
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
本
対
策
の
初
年
度
と
な
る
平
成
19
年
度
に

お
い
て
は
、
平
成
18
年
度
の
補
正
予
算
額
の
５
３
０
億

円
と
19
年
度
の
農
林
水
産
省
全
体
で
取
り
組
む
森
林
吸

収
源
対
策
の
加
速
化
関
連
予
算
２
３
５
億
円
を
併
せ
た

７
６
５
億
円
の
予
算
が
確
保
さ
れ
、
全
国
で
23
万
ha
の

追
加
整
備
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し

い
予
算
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
森
林
整
備
関
係

に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
の
成
果
が
有
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

森
林
の
整
備
・
保
全
は
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て

計
画
的
、
継
続
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
整

備
を
必
要
と
す
る
森
林
の
多
く
が
過
疎
化
す
る
農
山
村

に
あ
り
、
財
政
的
に
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
県

で
の
先
進
的
な
取
組
や
国
で
の
新
た
な
動
き
を
踏
ま
え
、

今
年
も
県
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
得
な
が
ら
、

美
し
い
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
を
進
め
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

末
筆
で
す
が
、
「
や
ま
な
み
21
号
」
の
発
刊
あ
た
り
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
次
回
「
や
ま
な
み
22
号
」
の
発
刊
は
４
月
下

旬
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
森
林
・
林
業
等
に

関
わ
る
地
域
の
話
題
な
ど
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

編

集

後

記

グリーンマーク

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
大
き
な
台
風
の
襲
来
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
風
倒
木
跡
地
の
災
害
や

10
月
に
は
養
父
市
大
久
保
地
区
で
の
地
す
べ
り
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
に
伴
う
異
常
気
象
と
か

云
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
の
気
象
デ
ー
タ
（
降
雨

の
量
や
強
度
な
ど
）
か
ら
見
る
と
自
然
災
害
の
頻
度
は

か
え
っ
て
高
ま
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
こ
そ
、
災
害
の
無
い
平
穏
な
一
年
で
あ
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
で
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
「
新

ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
に
加
え
、
新
た
な
展
開
と
し

て
18
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
県
民
緑
税
」
を
活
用
し

た
『
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
』
が
い
よ
い
よ
事
業
と
し

て
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の

５
カ
年
間
に
、
緊
急
防
災
林
整
備
を
中
心
に
、
里
山
防

災
林
や
モ
デ
ル
的
な
針
・
広
混
交
林
、
野
生
動
物
育
成

林
な
ど
あ
わ
せ
て
、
県
下
で
１
５
、
７
０
０
ha
の
森
林

整
備
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
主
と
し
て
森
林
の

防
災
機
能
の
強
化
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
る
わ
け
で
す

が
、
今
後
、
研
究
部
門
等
と
の
連
携
の
も
と
、
施
工
箇

所
の
効
果
調
査
を
継
続
的
に
行
う
な
ど
検
証
さ
れ
、
施

業
と
し
て
の
手
法
を
確
立
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
頂
き

た
い
も
の
で
す
。

　

年
末
に
は
、
平
成
19
年
度
の
国
予
算
内
示
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
が
公
共
事
業
の
縮
減
と
い
う
こ
と
で
、
一

般
公
共
事
業
は
総
じ
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
治
山
事

業
は
対
前
年
度
比
93
・
６
％
（
民
有
林
治
山
は
90
・

０
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
こ
数
年
来
、
森

林
整
備
等
の
財
源
確
保
と
し
て
要
望
し
て
き
た
「
環
境

税
の
創
設
」
に
つ
い
て
は
、
「
税
制
改
正
大
綱
」
に
お

い
て
引
き
続
き
検
討
事
項
と
さ
れ
、
先
送
り
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け


